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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。FABP4は脂肪細胞にみられる脂肪酸結合タンパク質をコードしています。脂肪酸結合タンパク質は、長鎖脂肪酸やその他の疎水性リガンドと結合する、小型で高度に保存された細胞質タンパク質ファミリーです。FABPの役割には、脂肪酸の取り込み、輸送、代謝などが含まれると考えられています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	FABP4ウサギmAbを用いたラット心臓細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。1、FABP4ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス膵臓組織の免疫組織化学分析。1、FABP4ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット膵臓組織の免疫組織化学分析。1、FABP4ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

